
１
一
は
じ
め
に

　
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
最
近
の
経
済
状
況
を
見
る

と
、
平
成
九
年
四
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
駆

け
込
み
需
要
と
、
そ
の
反
動
減
が
予
想
以
上
に
大
き

か
っ
た
こ
と
や
、
民
間
金
融
機
関
の
相
次
ぐ
破
綻
等

に
よ
る
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安
感
の
増
加
に

よ
り
、
景
気
は
停
滞
感
を
強
め
景
況
感
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
雇
用
情
勢
も
完
全
失
業
率
が

高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
雇
用
者
数
も
九
年

度
半
ば
以
降
伸
び
が
鈍
化
す
る
等
の
状
態
が
続
い
て

い
る
。

　
経
営
環
境
は
構
造
変
革
が
益
々
進
み
、
国
境
を
越

え
て
人
・
モ
ノ
・
金
等
の
経
営
資
源
が
自
由
に
移
動

す
る
大
競
争
時
代
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
製
品
の
国
際

競
争
力
が
急
激
に
向
上
す
る
一
方
、
円
高
が
日
本
製

品
の
競
争
力
を
低
下
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
、

わ
が
国
の
企
業
が
独
壇
場
で
あ
っ
た
Ｑ
（
品
質
）
Ｃ

（
原
価
）
Ｄ
（
納
期
）
を
売
り
物
に
価
格
競
争
力
で

勝
負
を
し
て
き
た
企
業
に
と
っ
て
は
苦
難
の
時
代
の

始
ま
り
と
い
え
る
。

　
特
に
、
生
産
工
場
の
海
外
シ
フ
ト
と
価
格
破
壊
は
、

製
造
業
と
流
通
業
を
中
心
に
産
業
の
構
造
調
整
を
引

き
起
こ
し
た
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
早
急
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
、
非
価
格
競
争
力

を
持
っ
た
研
究
開
発
型
の
付
加
価
値
の
高
い
産
業
と

内
需
向
け
の
財
を
生
み
出
す
産
業
が
拡
大
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
は
多
く
の
困
難
が
伴
う
が
、
一

方
、
こ
の
変
化
を
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
与
件
と
と
ら

え
る
な
ら
ば
、
透
き
間
の
多
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

市
内
中
小
企
業
（
特
に
製
造
業
）
が
、
こ
こ
数
年
の

環
境
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の

か
を
分
析
し
、
次
に
、
新
産
業
育
成
を
目
的
と
し
た
、

起
業
家
支
援
と
具
体
的
な
起
業
家
像
に
つ
い
て
説
明

を
進
め
て
い
き
た
い
。

２
一
中
小
企
業
の
動
向
に
つ
い
て

①
―
減
少
が
続
く
製
造
業

　
市
内
製
造
業
は
こ
の
数
年
ど
の
よ
う
に
変
化
を
遂

げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
横
浜
市
の
工
業
統
計
調

査
よ
り
事
業
所
数
（
従
業
者
数
四
人
以
上
）
と
、
そ

こ
で
働
く
従
業
者
数
の
推
移
を
時
系
列
で
集
計
し
た

も
の
が
図
１
で
あ
る
。
過
去
最
多
数
で
あ
っ
た
年
は

昭
和
四
十
七
年
で
あ
り
、
事
業
所
数
五
千
九
百
二
十

九
事
業
所
で
従
業
者
数
は
二
十
三
万
九
千
五
百
三
十

一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て

は
事
業
者
数
は
四
千
六
百
八
十
八
と
な
り
従
業
者
数

も
十
五
万
七
百
三
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に

中
小
企
業
の
動
向
に
つ
い
て

起
業
家
支
援
と
起
業
家
像
に
つ
い
て

起
業
家
並
び
に
起
業
家
支
援
の
課
題
に

つ
い
て

こ
れ
を
前
年
（
八
年
度
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
事

業
所
数
が
二
百
二
十
四
（
四
・
六
％
）
減
と
前
年
に

引
き
続
き
二
年
連
続
の
減
少
で
あ
り
、
従
業
者
数
も

十
五
万
七
百
三
十
七
人
で
前
年
調
査
と
比
較
す
る
と

三
千
五
百
五
十
一
人
（
二
・
三
％
）
減
と
平
成
三
年

か
ら
七
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
従
業
者
の
規
模
別
（
図
２
）
に
見
て
み
る
と

大
規
模
事
業
所
（
三
百
人
以
上
）
が
三
事
業
所
減
、

中
規
模
事
業
所
が
十
二
減
、
小
規
模
事
業
所
が
二
百

九
減
と
前
年
に
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
規
模
で
減
少

し
て
い
る
。
特
に
小
規
模
事
業
所
の
減
少
が
目
立
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
国
内
景
気
の
低
迷
や
為
替
変

動
等
が
、
小
規
模
事
業
所
の
経
営
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
産
業
別
に
事
業
所
数
を
前
年
と
比
較
し
て
み

る
と
二
十
二
業
種
中
十
八
業
種
で
減
少
し
て
い
る

（
図
３
）
。
最
も
減
少
数
の
多
い
業
種
は
金
属
製
品
で

四
十
八
事
業
所
（
五
・
五
％
）
減
で
、
次
い
で
電
気

機
械
・
輸
送
機
械
と
な
っ
て
い
る
。
横
浜
工
業
の
業

種
構
成
面
で
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
加
工
組
立
産

業
の
代
表
的
な
業
種
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
こ
と
が

わ
か
る
。

　
小
売
業
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
（
図

４
）
。
市
内
の
商
店
数
全
体
は
減
少
し
、
従
業
者
の

規
模
別
で
は
一
～
四
人
の
小
規
模
小
売
店
が
減
少
し

て
お
り
、
特
に
一
～
二
人
の
小
規
模
小
売
店
が
大
幅

事業所数、従業者数
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な
落
ち
込
み
に
な
っ
て
い
る
。

②
―
伸
び
著
し
い
サ
ー
ビ
ス
業

　
ほ
と
ん
ど
の
産
業
の
事
業
所
が
減
少
す
る
中
で
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
成
長
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
平
成
六

年
度
に
は
製
造
業
を
抜
い
て
市
内
生
産
額
第
一
位
の

産
業
と
な
っ
て
い
る
（
図
５
）
。
多
種
多
様
の
サ
ー

ビ
ス
業
の
中
身
を
見
て
み
る
と
（
図
６
）
、
対
個
人

サ
ー
ビ
ス
の
洗
濯
・
理
容
・
浴
場
が
全
体
の
三
分
の

一
を
占
め
、
次
い
で
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
専
門

サ
ー
ビ
ス
業
が
三
〇
％
近
く
で
、
こ
の
二
業
種
で
全

体
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
業
種
別
に
成
長
の
伸
び
率
を
見
て
み
る
と
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
（
図
７
）
。
平
成
元
年
～
六
年
の
事

業
所
数
と
従
業
者
数
の
全
体
の
伸
び
率
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
四
％
増
、
二
五
％
増
で
従
業
者
の
伸
び
が
高
い
。

業
種
別
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
業
種
で
増
加
し
て
い
る

が
、
特
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
調
査
等
が
い
ず
れ
も
高

く
、
機
械
・
家
具
修
理
業
は
従
業
者
の
伸
び
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
産
業
の
シ
ェ

ア
が
ほ
ぼ
横
ば
い
か
、
縮
小
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
シ
ェ
ア
は
着
実
に
伸

び
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
市
民
の
就
業
の
場
と
し

て
、
役
割
が
大
き
く
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
次
章
で
、
本
市
の
起
業
家
支
援
に
つ
い
て
説
明
す

る
が
、
現
実
に
起
業
家
の
多
く
の
人
が
ね
ら
っ
て
い

る
分
野
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
情
報
関
連
分
野
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を

裏
付
け
て
い
る
。

３
一
起
業
家
支
援
と
起
業
家
像
に
つ
い
て

　
起
業
家
支
援
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
よ
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
開
廃
業
率
の
推
移
で
あ
る

（
図
８
）
。
廃
業
率
が
高
く
て
も
そ
れ
以
上
に
開
業
率

が
高
け
れ
ば
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
の

わ
が
国
で
は
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
製
造
業
を

み
る
と
昭
和
五
十
六
年
～
六
十
一
年
、
昭
和
六
十
一

年
～
平
成
元
年
を
境
に
開
業
率
と
廃
業
率
が
逆
転
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差
は

開
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
み
る
と
廃
業
率
は
近
年

増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、
開
業
率
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
ま
だ
廃
業
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ

ス
業
の
業
務
は
、
街
の
旅
館
か
ら
、
今
流
行
り
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
情
報
関
連
産
業
ま
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
業
種
間
の
廃
業
・
開
業

率
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
産
業
全
体
で
み
る
と
図
の
よ
う
に
平
成

三
～
六
年
の
時
点
で
開
廃
業
率
が
ほ
ぼ
同
率
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
製
造
業
に
お
い

て
は
元
気
な
企
業
の
誕
生
が
少
な
く
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
い
て
は
開
業
が
活
発
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
構
造
変
革
期
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新

し
い
発
想
で
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
起
業
家
を
支
援

し
、
新
産
業
を
育
成
し
、
雇
用
の
創
出
に
結
び
つ
け

よ
う
と
す
る
の
が
、
起
業
家
支
援
政
策
の
背
景
で
あ

る
。

①
―
本
市
の
起
業
家
支
援
の
概
要

　
起
業
家
が
、
独
立
し
て
開
業
し
よ
う
と
す
る
業
種

は
幅
広
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
が
、
こ

こ
で
支
援
対
象
と
し
て
い
る
業
種
は
、
飲
食
・
小
売

店
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
横
浜
市
で
成
長
が
期

待
さ
れ
る
、
七
つ
の
横
浜
新
産
業
（
新
流
通
関
連
産

図一２　従業者規模別事業所数の

　　　　増加数

図一３　産業中分類別事業所数の増加数図一４　従業者規模別商店数の推移

　　　（資料）「横浜市の商業」横浜市企画局

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
②
自
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援
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業
・
自
由
時
間
産
業
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
産
業
・

生
活
文
化
産
業
・
先
端
技
術
産
業
・
専
門
サ
ー
ビ
ス

産
業
・
環
境
関
連
産
業
）
を
起
業
化
し
よ
う
と
す
る

人
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　
支
援
の
柱
は
、
金
融
支
援
・
情
報
提
供
支
援
・
施

設
支
援
・
経
営
・
相
談
等
の
支
援
と
大
き
く
分
け
て

四
つ
で
あ
る
（
図
９
）
。
金
融
支
援
の
中
で
代
表
的

な
も
の
が
開
業
融
資
［
限
度
額
三
千
五
百
万
円
（
運

転
資
金
は
一
千
万
円
を
上
限
）
で
年
利
二
・
一
％
、

返
済
期
間
は
設
備
資
金
十
二
年
以
内
、
運
転
資
金
七

年
以
内
で
あ
る
】
で
現
在
ま
で
融
資
実
績
が
二
十
五

社
で
あ
る
。

　
情
報
提
供
支
援
と
し
て
は
、
起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
平
成
七
年
度
よ
り
実
施
し
、
今
ま
で
延
べ
百
五
十

人
以
上
が
受
講
し
、
そ
の
中
か
ら
約
三
十
人
が
実
際

に
起
業
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施

設
は
三
か
所
あ
り
、
横
浜
金
沢
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
“
テ
ク
ノ
コ
ア
”
に
十
五
社
、
金
沢
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
に
一
社
、
鶴
見
区
の
鶴
見
会
館
に
二

社
一
グ
ル
ー
プ
が
入
居
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
組
織
化
と
し
て
〝
３
Ｖ
―
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
〟
と
い
う
名
称
で
会
員
三
十
名
が
活
動

し
て
い
る
。

②
―
具
体
的
な
起
業
家
像

　
で
は
次
に
、
起
業
家
を
志
す
人
達
の
具
体
像
を
、

前
述
の
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
や
開
業
融
資
の

実
績
を
通
じ
て
探
っ
て
み
た
い
。

　
表
１
は
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
平
成
七
年
よ

り
開
催
し
て
い
る
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
の
中
、
最
近
二

か
年
の
参
加
者
を
年
齢
別
・
業
種
別
に
集
計
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
定
員
三
十
名
で
あ
る

が
応
募
者
は
有
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
年
定
員
の
二

倍
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
年
齢
を
見
る
と
二
十
歳
代

ま
で
の
人
は
少
な
く
、
三
十

歳
代
が
一
番
多
く
、
四
十
歳

代
、
五
十
歳
代
が
ほ
ぼ
同
じ

ぐ
ら
い
の
人
数
で
続
い
て
い

る
が
、
四
十
、
五
十
歳
代
の

中
高
年
齢
層
が
意
外
と
多
い

の
で
あ
る
。
業
種
は
、
い
ろ

い
ろ
で
あ
る
が
毎
年
ト
ッ
プ

に
な
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

利
用
の
情
報
関
連
分
野
で
あ

り
、
前
述
の
サ
ー
ビ
ス
業
の

統
計
と
も
一
致
す
る
も
の
で

あ
る
。
次
が
福
祉
を
中
心
と

し
た
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
対
象
に
し
た
分
野
で
あ
る
。

こ
の
分
野
は
毎
回
、
必
ず
上

位
に
上
が
り
、
時
代
を
反
映

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
、
セ
ミ
ナ
ー
卒
業

生
の
中
で
起
業
家
に
成
功
し

た
と
い
う
話
を
ほ
と
ん
ど
聞

い
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
個
人
輸
入
ビ
ジ
ネ
ス

も
根
強
い
も
の
が
あ
り
、
円

高
の
年
度
は
多
く
の
希
望
者

が
い
る
が
円
安
傾
向
だ
っ
た

平
成
十
年
度
は
少
な
か
っ
た
。

　
モ
ノ
づ
く
り
の
製
造
業
の

起
業
家
志
望
も
健
闘
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
製
浩
業
ど
い
っ

て
も
従
来
の
製
浩
業
の
イ
メ
ー

横浜市のサービス業種別事業所数、従業者数の

伸び率分布（平成元～６年）

図一７開廃業率の推移（年平均）図一８

図一９　横浜市起業家支援施策概要
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ジ
と
は
全
く
違
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
の
製
造
業
で

あ
る
。
特
許
等
の
知
的
所
有
権
を
も
と
に
研
究
開
発

に
力
を
入
れ
、
工
場
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
フ
ァ

ブ
レ
ス
型
の
企
業
で
あ
る
。

次
に
開
業
融
資
を
通
じ
て
、
起
業
家
が
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
時
に
い
く
ら
ぐ
ら
い
融
資
額
を
実
行
し
て
い

る
の
か
み
て
み
た
い
（
図
1
0
）
。
こ
の
融
資
の
対
象
と

な
る
起
業
家
は
「
特
許
・
実
用
新
案
法
・
意
匠
法
に
基

づ
く
技
術
又
は
、
独
自
の
技
術
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
て
事
業
を
行
う
」
こ
と
を
条
件
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ァ
ブ
レ
ス
型
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

製
造
業
の
人
達
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
融
資
実
績
二
十
五
件
を
金
額
別
に
分
類

し
て
み
る
と
、
五
百
万
円
～
一
千
万
円
で
七
件
（
二

八
％
）
、
一
千
万
円
～
一
千
五
百
万
円
が
十
一
件
（
四

四
％
）
と
、
こ
の
二
つ
で
全
体
の
七
二
％
を
占
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
融
資
制
度
は
起
業
家
支
援
の
大
き
な
柱
の
一
つ

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
融
資
制
度
を
語
る
と
き
、

い
つ
も
問
題
に
な
る
の
が
金
額
の
大
き
さ
で
あ
る
。

本
市
融
資
で
は
前
述
の
よ
う
に
融
資
限
度
額
が
三
千

五
百
万
円
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え

て
い
る
人
達
に
と
っ
て
も
、
こ
の
金
額
は
物
足
り
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
去
の
実
績
を
み
る
と
、
小

さ
く
ス
タ
ー
ト
し
て
大
き
く
育
て
た
い
と
い
う
意
向

を
反
映
し
。
て
か
、
妥
当
な
利
用
金
額
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
参
考
ま
で
に
米
国
の
現
状
を
見
る
と
「
米
国
で
最

も
急
成
長
し
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
五
百
社
の
創

業
時
の
資
本
金
は
、
平
均
で
わ
ず
か
二
万
五
千
ド
ル
、

し
か
も
五
百
社
の
四
分
の
一
は
当
初
の
資
本
金
が
五

千
ド
ル
以
下
で
あ
る
」
（
バ
ブ
ソ
ン
大
学
・
起
業
家

セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

起
業
家
並
び
に
起
業
家
支
援
の
課
題
に

つ
い
て

①
―
き
め
細
か
い
モ
ア
・
ザ
ン
・
マ
ネ
ー
の
支
援
を

　
融
資
制
度
の
充
実
と
、
よ
り
一
層
の
借
入
や
す
い

条
件
の
改
善
が
、
起
業
家
支
援
の
中
心
で
あ
る
こ
と

は
、
ど
の
都
市
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
同
時
に
重
要
な
こ
と
は
、
金
融
支
援

以
外
（
モ
ア
ー
ザ
ン
・
マ
ネ
ー
は
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
記
述
に
使
用
さ
れ
て
い
る
）
を
い
か

に
き
め
細
か
く
充
実
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
で
は
起
業
家
支
援
の
歴
史
が
浅
い
た
め
に
、
人

材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
情
報
面
で
地
に
足
が
つ
い
た
も
の
が

な
く
、
試
行
錯
誤
の
状
態
が
続
い
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
ろ
う
。
個
性
豊
か
な
起
業
家
の
人
達
が
魅
力
を

感
じ
る
モ
ア
・
ザ
ン
・
マ
ネ
ー
の
支
援
策
が
必
要
で
あ

る
。

②
―
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
企
業
家
達

　
起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
人
達
に
、
独

立
し
て
何
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
等
を
聞
い
て
い
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
漠
然

と
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
具
体
的
で
明
確
な
形
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
考
え
て
い
る
人
が
意
外
と
少
な
い
の
で
あ

る
。

　
「
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
か
「
環
境
関
連
分
野
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
の
段
階
で
参
加
す
る
人

が
多
く
、
熱
意
は
人
一
倍
あ
っ
て
も
、
こ
れ
で
は
第

一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
用
意
不
足
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

対
象
と
す
る
顧
客
は
誰
な
の
か
、
そ
の
顧
客
に
ど
の

よ
う
な
価
値
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
っ
た
、

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

③
―
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
指

向
の
若
い
人
材
が
増
え
て

い
く
か

　
創
業
間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
若
い
人
材
が
魅
力

を
感
じ
て
就
社
す
る
人
が

多
く
な
る
よ
う
な
社
会
が

到
来
す
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
研
究
開
発
を
中
心
と
し

た
刺
激
に
富
ん
だ
仕
事
は
、

面
白
い
に
違
い
な
い
が
、

平成9、10年度起業家セミナー受講生の分類表－１

安
定
性
と
い
う
こ
と
で
二
の
足
を
踏
む
人
が
多
い
の

も
、
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
若
い
人

の
一
部
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
指
向
の
人
も
増
え

つ
つ
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し

た
魅
力
あ
る
仕
組
み
の
充
実
と
、
企
業
に
対
す
る
価

値
観
の
多
様
性
が
人
材
面
で
の
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　
〈
経
済
局
産
業
活
性
化
推
進
部

　
　
　
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
診
断
係
長
〉

〈
参
考
文
献
〉

　
「
起
業
に
失
敗
し
な
い
た
め
の
起
業
家
読
本
」

　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
「
よ
こ
は
ま
経
済
9
8
」

　
　
　
　
　
(
財
)
横
浜
・
神
奈
川
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

　
「
横
浜
市
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
調
査
報
告
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
経
済
局

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
②
自
治
体
現
場
か
ら
み
た
就
労
問
題
の
諸
相
と
就
労
支
援

図一10　起業家資金対象企業・融資額別一覧
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